
－105－

大　平　剛　士（大阪商業大学）

並　木　伸　晃（立 教 大 学）
渡　邉　真一郎（筑波大学名誉教授）

井　手　　　亘（大阪府立大学）
星　野　靖　雄（筑波大学名誉教授）
渡　辺　直　登

犬　塚　　　篤　

（慶応義塾大学名誉教授）

（名古屋大学）
松　尾　　　睦（北海道大学）
髙　橋　　　潔（立命館大学）

安　藤　史　江（南 山 大 学）
関　口　倫　紀（京 都 大 学）

石　山　恒　貴（法 政 大 学） 今　井　裕　紀（新潟国際情報大学）

大　曽　暢　烈（名古屋経済大学）

竹　内　規　彦（早稲田大学）

田　中　秀　樹（同志社大学） 谷　川　智　彦（立命館大学）

内　藤　知加恵（武 蔵 大 学）

大　竹　恵　子（京都先端科学技術大学） 大　沼　沙　樹（茨 城 大 学）

楊　　　芸　 （横浜国立大学）

古　田　克　利（立命館大学）
細　見　正　樹（関 西 大 学）

（大 阪 大 学）開　本　浩　矢
鄭　　　有　希（早稲田大学） 中　西　善　信（東 洋 大 学）

編 集 後 記
今号では，『経営行動科学』の 2022-23 年度編集体制のもと投稿された 4 本の論文を掲載することが

出来ました。原著論文と研究ノート，いずれも素晴らしい出来栄えでとても嬉しく思います。丁寧に
論文を改良していただいた著者の皆様，また審査を通して投稿者と伴走していただいた SE およびレビ
ュアーの皆様に心より感謝を申し上げます。

編集委員長としての 2 年間はあっという間でした。2022 年 4 月に JAAS 会長から『経営行動科学』
編集委員長にスライドし，高い理想を持って機関誌の編集にあたってきました。ただ，時として「ア
ンビシャス過ぎないか…，こだわり過ぎていないか…」といった気持ちの揺れもあり，妥協したくな
る時もありました。そのような時は，副編集委員長の竹内規彦先生，大平剛士先生，運営担当編集委
員の大竹恵子先生，大沼沙樹先生，内藤知加恵先生，大曽暢烈先生に支えていただき，なんとか初志
貫徹することが出来ました。まだ私の編集責任のもとで審査中の投稿論文がありますので，もう暫く
編集業務に携わることになりますが，実質的に今号をもって私は編集委員長からステップダウン致し
ます。

やはり，「アンビションとこだわりを持って」の志を曲げずにやってきて良かったと思います。
JAAS と『経営行動科学』のために仲間と一緒に取り組んだ 4 年間は，コロナ禍であったことも含めて，
ある意味「異例」だったのかもしれませんが，私たちの取り組みが，これからの JAAS と『経営行動
科学』のさらなる発展につながることを心より祈っています。

編集委員長　藤本　哲史


